
出張目的：笹川医学奨学金進修生同学会が例年行ってい
る「義診(ボランティア診療)」に同行し、現地状況を掌
握し、今後の同学会活動に活用する。 
 

出張者： 
 松橋和彦(長野県佐久総合病院内科、北相木村診療所長) 
 顧 艶紅(帝京大学衛生学公衆衛生学講座 常勤講師) 
 叢 蘭(日中医学協会 職員) 
 
日 程：2009年8月9日(金)～12日(月) 



 診療地：遼寧省撫順市清原満族自治県 人民病院 

 

 参加者：笹川医学奨学金進修生同学会 

 趙  群 中国医科大学校長・同学会理事長 第10期生 

 許  順 中国医科大学胸部外科教授      第15期生 

 馬 淑梅 中国医科大学第二臨床学院  

      心血管内科主治医師       第23期生 

 孫 桂蓮 中国医科大学附属第一臨床学院 

      児科主治医師          第25期生 

 孟 凡斌 中国医科大学附属第一医院 

      普通外科医師（助教）      第34期生 

 王  軍 中国医科大学附属第一医院 

      神経内科主治医師        第26期生 

 厖 曉燕 中国医科大学附属第一医院婦人科医師 







 8月9日(金) 

 17:00 一行3名瀋陽集合後、車にて約3時間で撫順市へ移動 

 20:00 遼寧省撫順市清原満族自治県副県長・県長主催夕 

     食会に出席 

中国医科大学前 
松橋先生、同学会陳怡氏、顧先生 

歓迎宴会の席 



 8月10日(土) 
 8:00 ホテル出発 
 8:15 遼寧省撫順市清原満族自治県 人民病院到着 

 8:15～9:00  医療品の配布＆使用方法の説明、ボラ
ンティア診療開始 

県人民病院前 
人民病院 



医療品の配布 

医療品の使用方法の説明 



 9:00～  ボランティア診療開始 

 

胸部外科 許順教授の診察 



児科 孫桂蓮医師＆顧艶紅先生の診察 



心血管内科 馬淑梅医師の診察 

普通外科 孟凡斌医師の診察 



神経内科 王軍医師の診察 

婦人科 厖 曉燕医師の診察 



 13:30～14:00 開診式典、陸波氏（清原県常務副県
長）、趙群氏、梁徳仁氏（自治県人民病院院長）、
李興明氏（県紅透山鎮党委員会書記）挨拶 

贈呈式 県人民病院 



 14:00～14:30 松橋先生、顧先生講習会 

 14:30～17:00 ボランティア診療開始 

松橋先生の講演 顧先生の講演 



「清原桃花源避暑山荘」で夕食 



8月11日(日） 
 

10:00～13:00 一行5名撫順市から瀋陽へ

移動、同学会陳怡と新華社記者２人は北京
へ移動 
 

8月12日(月）中国医科大学の先生6人撫順

市から瀋陽へ移動、松橋先生、顧先生と叢、
瀋陽から成田へ帰国 
 



 診察人数： 約300名(患者数多いのは心血管内科、小児科と婦
人科) 
 

 主な診療疾患の種類：心筋梗塞や狭心症、大動脈瘤、大動脈
解離などの生活習慣病、心臓病、婦人病、小児の肥満・栄養
不良、脳神経、甲状腺病機能障害、腎臓、消化器、前立腺の
病気、整骨、腰痛など。 
 

 同行所感： 
 今回のボランティア診療は、患者への診療もさることながら、

現地の医生との交流に成果があったのではないかと思われる。
先生方は患者に対する診察姿勢が懇切丁寧であり、診察の際
に地元先生と相談しながら、診断と処置を行った。 
 

 経済の発達により、今後、農村でも質の良い医療を提供する
ための施策が求められるだろう。清原満族自治県人民政府の
幹部が中国医科大学に医師の派遣と県立病院に勤務する医師
の再教育を要請していた。県立病院クラスの病院の充実が農
村の医療環境を変える鍵を握っていると考えられる。 
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